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一般論文

1.　緒　言

　地球規模の気候変動から局所的な集中豪雨まであら
ゆる気象事象にとって水蒸気の寄与は非常に大きく、
水蒸気量を連続的に観測可能なGPS可降水量は昨今、
数値気象モデルのデータ同化に用いられるようになっ
てきている（1）。
　GPSによる可降水量観測のメリットは、観測点を設
置した場所において、24時間365日連続したデータを、リアルタイムにGPS可システムを開発

し運用してきた

（2）。今回、さらに機能を向上させた
RTNet/MetV2システムを開発した。本システムの特
徴は以下の通りである。
（1）途切れのないシームレスな可降水量解析
（2）日本全国をリアルタイム（最大１分間隔）に解析
（3）GPS可降水量だけでなく、視線遅延量も推定可能
（4） 独自基準点の取りゼ %可橡





42



43Hitz 技報　Vol.73  No.1  2012.7

43

リアルタイムGPS可降水量解析システムの開発

①のZTDから始まって、各データを使用して変換を
することにより、標高や気圧の影響を取り除き、⑧の
GPS可降水量が算出される。
　3 . 5　データ配信サブシステム　　　天頂遅延量
解析サブシステムおよび、可降水量変換サブシステム
により算出された、天頂遅延量・可降水量は、本サブ
システムにより、観測点ごとファイル、時系列ファイ
ル、ASCIIファイル、データ同化フォーマット等の各
種フォーマットに変換され、また、ユーザーごとに必
要な時間分にデータが間引かれる。解析結果はFTP
等を用いてユーザーに配信される。

4.　解析事例

　本システムによる解析事例を以下に示す。それぞれ
赤から青になるほど可降水量の量が多い。また紫は各
図中のカラーバーを超えた量の可降水量であったこと
を示している。
（1）平成20年8月末豪雨
　2008年8月末に紀伊半島から関東地方までの太平
洋側を中心に豪雨があった事例である。そのうち8
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